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浜出はまいで

語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です
               

幸若舞の里づくり会
　　事務局　橋本守行
　　電話090-7746-8689

　第 ２２ 号
  令和　２年　１月　１日

   幸 若 か わ ら 版  

幸若会新年会のお知らせ 
  

恒例の幸若会新年会を下記の通り開催しますので万障お繰り合わせの上ご参加ください。 

              記 

   開催日時 令和２年１月２４日（金）午前１１時～ 

   会  場 「いと家」（市姫橋南詰） 

   会  費 ￥３，０００－(当日持参） 

   申し込み 藤川会員まで 34－0621または090－2127－4131 〆切１月１７日（金） 

 
 
 
 
 
 
 
 
そ
も
鎌
倉
と
申
す
は
、

 
 
 
 
 
 
 
昔
は
一
足
踏
め
ば
、
三
 

 
 
 
 
 
 
 
町
揺
る
ぐ
大
分
（
だ
い
 

 
 
 
 
 
 
 
ぶ
）
の
沼
に
て
候
ひ
し
 

 
 
 
 
 
 
 
を
、
石
切
り
、
鶴
の
嘴

を
も
っ
て
、
高
き
所
を
切
り
平
ら
げ
、
大

分
の
沼
を
埋
め
給
ふ
。
上
八
海
・
中
八

海
・
下
八
海
と
て
三
つ
に
割
る
。
上
八
海

は
山
、
中
八
海
は
在
家
、
下
八
海
は
海
な

り
け
る
。
上
八
海
の
一
段
高
き
所
に
は
、

源
氏
の
氏
神
正
八
幡
大
菩
薩
を
崇
（
あ

が
）
め
斎
（
い
は
）
ひ
奉
る
。
 

 
あ
ら
お
も
し
ろ
の
谷
々
（
や
つ
や
つ
）

や
。
春
は
ま
ず
咲
く
梅
が
谷
、
続
き
の
里

や
匂
ふ
ら
ん
。
夏
は
涼
し
き
扇
が
谷
、
秋

は
露
草
笹
々
目
が
谷
、
冬
は
げ
に
も
雪
の

下
、
亀
が
谷
こ
そ
久
し
け
れ
。
 

 
遥
の
沖
を
見
渡
せ
ば
、
舟
に
帆
か
く
る

稲
村
が
崎
と
か
や
。
飯
島
・
江
の
嶋
続
い

た
り
。
蓬
莱
宮
と
申
す
と
も
。
か
る
が
故

に
名
付
け
て
、
歩
み
を
運
ぶ
輩
は
、
諸
願

か
な
ら
ず
満
足
せ
り
。
て
い
と
う
の
鼓
の

音
、
颯
々
（
さ
つ
さ
つ
）
の
釣
の
声
々
に
、

襅
（
ち
は
や
）
の
袖
を
振
り
か
ざ
す
、
神

慮
す
ゞ
し
め
の
御
神
楽
の
音
は
隙
も
な
し
。

 
 幸

若
舞
祝
曲｢

浜
出｣

 
顧
問
・
山
口
信
嗣

 

 
か
ゝ
る
め
で
た
き
折
節
、
頼
朝
上
洛
ま
 

し
 
 
て
大
仏
供
養
を
述
べ
さ
せ
給
う
。
 

 
先
ず
初
番
の
雑
餉
に
は
、
蓬
莱
山
を
絡

組
み
、
中
に
は
甘
露
の
酒
を
入
れ
、
不
死
の

薬
と
名
付
け
、
銀
の
竿
に
金
の
鶴
瓶
を
結

さ
げ
、
撥
ね
鶴
瓶
に
て
是
を
汲
む
。
酒
に
あ

ま
た
の
威
徳
あ
り
。
疎
き
人
さ
へ
近
付
き
、

親
し
き
仲
は
猶
親
し
む
。
遠
近
の
味
は
ひ

は
し
ゆ
み
を
な
す
。
「
誠
に
不
死
の
薬
ぞ
」

と
、
酔
ひ
を
す
す
め
て
参
ら
す
る
。
 

「
出
典
『
寛
永
版
舞
の
本
』
三
弥
井
書
店
一
九

九
〇
 

本
文
中
一
部
削
除
」
 

 
年
頭
に
当
り
、
幸
若
舞
曲
で
最
も
め
で

た
い
曲
を
紹
介
し
ま
し
た
。
頼
朝
が
奈
良

で
大
仏
供
養
し
た
祝
い
を
鎌
倉
で
行
な
い
、

祝
う
た
め
江
の
島
へ
参
詣
（
浜
出
）
す
る
曲

で
す
。
「
蓬
莱
山
」
の
曲
名
で
も
あ
り
ま
す
。

山口信嗣氏 
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福井新聞　
　　　 　令和元年１２月１日記事

紙芝居の投影

山口顧問による幸若講座（歴女の会）は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

第
八
二
回
幸
若
講
座
開
催

 

明智光秀像 

  滋賀県旧坂本

朝日小学校で出前授業 １１月２９日 

 幸若舞に関する恒例の出前授業が１１月２９日

朝日小学校の多目的ホールで６年生を対象に行

われました。本年は、現代幸若舞の実演と越前

幸若舞の創始者幸若丸の生涯を分かり易く語る

「紙芝居」が行われました。幸若舞は小学生会

員４名による短縮版が披露されました。紙芝居

は、先年「にじの会」が製作したもので、プロ

ジェクターで大きく投影して行いました。「語

り」は青山会員が行い好評でした。後日、学校

から感想文３３編が届きました。その一部は下

記のようです。 

 
第
八
二
回
幸
若
講
座
が
、
一
一
月
二
二
日
、
会
員
一
四
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
第
四
一
項
「
符
牒
餘

録
」
（
江
戸
幕
府
の
公
文
書
）
の
幸
若
家
書
上
か
ら
四
四
項
幸

若
諸
家
・
幸
若
小
八
郎
家
ま
で
に
つ
い
て
山
口
顧
問
の
講
義
を

受
け
ま
し
た
。
一
六
八
三
年
庶
民
の
帯
刀
が
禁
止
さ
れ
た
。
幸

若
家
は
音
曲
は
余
技
で
、
本
来
は
武
士
で
あ
る
と
し
て
、
帯
刀

を
許
可
す
る
よ
う
に
何
度
も
嘆
願
し
た
が
、
結
局
許
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

 

 
山
口
顧
問
の
講
義
の
あ
と
、
打
波
会
員
と
木
下
会
員
か
ら
調

査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
打
波
会
員
か
ら
は
、
橋
本
左
内
の
母
・
梅
尾
の
出
自
に
つ
い

て
、
系
図
を
用
い
て
大
行
寺
な
ど
諸
寺
と
の
関
係
や
、
藤
野
厳

九
郎
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
木
下
会
員
か
ら
は
、
明
智
光
秀
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
、

越
前
国
豪
族
山
岸
氏
が
関
係
し
て
お
り
、
幕
末
の
志
士
・
坂
本

龍
馬
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
た
く
さ
ん
の
資

料
を
駆
使
し
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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　　木下美恵子氏の話題提供

　　　　熱心に聞く参加者

当面の日程

楽しい宴会

開会式

　

ロビーでの展示

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

朝日地区総合文化祭に 

           出展参加 

 去る１１月２～３日、令和元年度朝日

地区総合文化祭が開かれました。本年は

生涯学習センターが補修工事中のため朝

寿殿が会場となりました。当会では、会

場ロビーでの幸若関係のＰＲ展示、ＤＶ

Ｄ上映や、現代版幸若舞の舞台発表を行

いました。 

幸若忘年会を開催  １２月１日 

 
去
る
十
二
月
一
日
、
朝
寿
殿
和
室
に
お
い
て

恒
例
の
忘
年
会
が
。
会
員
十
八
名
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
ず
前
半
の
部
で
は
、
朝
日
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
・
木
下
美
恵
子
氏
に
話

題
提
供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
同
氏
が
鯖
江
市

教
育
委
員
会
勤
務
時
代
に
、
す
た
れ
か
か
っ
て

い
た
「
や
っ
し
き
」
踊
り
を
再
興
し
た
こ
と
や
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
運
動
開
始
当
時
は
、
な

か
な
か
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
苦
労
し
た
こ

と
、
こ
の
よ
う
な
運
動
を
盛
り
上
げ
る
の
は
、

地
域
住
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
役
所
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
後
半
は
賑
や
か
な
宴
会
に
移
り
ま
し
た
。

F
B
C
か
が
や
き
基
金
受
賞
が
内
定
し
た
こ
と

な
ど
も
報
告
さ
れ
、
幸
若
会
を
は
じ
め
地
域
運

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
 

当面の主な予定 

 １月１０日（金） 例会 

 １月１９～２１日 福岡みやま市訪問 

  １月２４日（金） 新年会 

 ２月２８日（金） 第８３回幸若講座 
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審査委員会

　　橋本会員のプレゼンテーション

　　　謝辞を述べる辻会長と

　　贈呈式後に現代版幸若舞を披露 　　　橋本会員

受賞関係者の記念撮影

　
例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

ＦＢＣかがやき基金 かがやき賞受賞 
 
第
八
回
Ｆ
Ｂ
Ｃ
か
が
や
き
基
金

に
応
募
し
た
こ
と
と
、
経
過
に
つ
い

て
は
逐
次
本
か
わ
ら
版
に
掲
載
報

告
し
た
通
り
で
す
が
、
そ
の
後
の
経

過
に
つ
い
は
。
次
の
よ
う
で
す
。
 

 
全
部
で
七
三
組
の
グ
ル
ー
プ
が
応

募
し
、
一
次
選
考
で
一
五
組
、
二
次

選
考
で
五
組
が
残
り
ま
し
た
。
こ
の

五
組
の
中
に
、
幸
若
舞
の
会
が
入
り
、

去
る
一
一
月
一
五
日
Ｆ
Ｂ
Ｃ
で
最

終
選
考
会
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

辻
会
長
や
松
田
会
員
を
含
め
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
二
月

一
三
日
、
最
終
選
考
発
表
と
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
本
会
は
か
が
や
き
賞
・
 

その他の受賞団体 
  かがやき大賞 （４００万円） 名田庄総合木炭生産組合（研磨炭製造技術）   

  準かがやき大賞（２００万円） ＮＰＯ法人・今庄旅籠塾 

  準かかやき大賞（２００万円） まるおか子供歌舞伎を支える会 

  かかやき賞    （１００万円） ふくい桜守の会 

賞
金
一
〇
〇
万
円
を
受
賞
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
の
あ
と
、
選
考
委
員
会
委
員

長
・
児
嶋
眞
平
氏
（
元
福
井
大
学
学

長
）
か
ら
、
現
代
版
幸
若
舞
に
つ
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
旨
の
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。
 

 
賞
金
一
〇
〇
万
円
の
使
途
に
つ
い

て
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ
側
か
ら
の
制
約
は
な
く
、

そ
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
広
く
会

員
の
皆
様
方
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

プレゼンテーションや贈呈式、これら団体の活動状況について

は、さる１２月２８日（土）ＦＢＣＴＶで放送されました。 


